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　　　　　　　　　　　　　１月２１日に神奈川運転協、２月１１日に大宮運転協、２月１２日には水戸運転協が定期委員会を開催しました。以下主な報告を掲載します。

【神奈川運転協】

· 出向者の５５歳組合費、減額廃止については再考してほしい。

· ２～３年先の士職の需給が厳しくなる。要員を真剣に取り組むべきだ。

· ダイヤ改正で乗務キロが延びてさらに効率化が進む。安全が危惧される。

· 会社の組織変更で逗子派出の構内運転士の本線復帰を取り組んでほしい。

· 昇進問題は前向きに捉えて、今年の取り組みを強化しよう。

· 鎌倉総合車両センターが機能廃止になる。転勤は大体希望通りになった。

· 組織拡大を更に追及しよう。

· 貨物では、乗務員の需給が更に酷くなっていて、完全失効が２０日以上になっているのに加えて休日勤務が年間５０４日(１人あたり３．２日)もある。

· 鎌倉から転勤者８名を受け入れ、組織が活気づいた。

· 新系列車両の故障が多い。

· ４月から運輸区が発足するが体制が整っていない。


【大宮運転協】

· 交番検査の作業体制が変更になるが、現場の体制がなっていない。

· ＡＶＲの納入業者が倒産して、今後の修繕がどうなるのか心配だ。

· ＡＴＳ－Ｐの検査機器の故障が多く、検査にも支障が出ている。保安装置の設備には、最低限の予算を確保すべきだ。

· パンオーバーの事故に対する現場の取り組みで、発生主義の対応は限界があるのではと思っている。

· 東大宮派出の大宮総合車両センターへの移管の話が出ているが、正確な話はあるのか。


【水戸運転協】

· 配転・出向和解で遠距離通勤問題は取り上げられているのか。

· 速度制限表の設置で、水戸と東京でルールが違うのはおかしい。

· 昇進問題では組合枠があるように、職場では感じる。同じ土俵で試験が受けられるようにしてほしい。

· 東労組で職場を占めようとする動きがある。

· 内原電留線の具体的内容を知りたい。

· 単車で転削出来ないのでは、車が限定されてしまうのではないか。

· 要員問題が逼迫していて、３～４ヶ月年休が取れない。

等の発言を受けて、まとめで竹村議長は、

· 大事な時期に組織問題を起こしたことは、反省しなくてはならない。

· 昇進問題東日本全体を見ながら取り組みを強化していこう。

· 安全問題は、最重要課題として取り組みを強化していこう。

とまとめ、新役員体制を決定しました。


いずれの定期委員会にも東日本運転協議会から、武笠議長が参加しました。


盛岡運転協では、３月４日に地本会議室で常任委員会を開催し、今冬期体制についての、各職場の状況と取り組みを出し合い、要求作成に向けていくことを決め合いました。東日本運転協からは武笠議長が参加し、情勢報告を行ないました。以下出された意見を報告します。

· 北上線の脱線事故は、一歩間違えば大事故になっていた。又、脱線車両は総合車両センターに臨入できなくて、部品取り車両になりつつある。車両運用にも支障している。

· 昨年９月に冬期対策の見直し交渉をやった上で、今年を迎えたが、支社が真剣に我々の要求主旨を取り上げたのか疑問。広い視野で見ると教訓が生かされていない。

· 青森県は支社が２つにまたがり、対応が違うので統一した対応を求めて行きたい。

· ７５１系はオールカバーで無いので、冬期は雪が機器に入り込み、融除雪で月保全でも超勤になる。現場長が対策を立ててほしいと、支社を通じて本社にも要請をした。本社も見に来たが今だに対策が具体化していない。

· ブラックボックスはメーカーがバラバラでメーカーごとに手を触れるなといってくる。又、故障に対しても責任の分散化になっていて、対応が遅れてしまう。

· 雪害で盛岡貨物ターミナルは丸１日閉鎖になった。

· ダイ改で検修要員がいなくなり、ポイントのカンテラ設置などをどうするのか。作業体制が不安。

などの意見が出され、今後要求化し申し入れることを地本と相談することになりました。
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